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最終誤験の結果の要旨及ひ審査委員報告書
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論文審査結果 ィと
最終試験結果 ぷ口ト

、

審査委員長西宮秀治乙
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委員げ 折 、全信
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委 員
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(最終試験の結果の要旨、 1，∞0字程度)

最終獄書貴広 30分明移伊曜の発表と、その後d湘 1時掲の質臨t答lこよって行材1た。

明納容の発表で止論文の概要をその楠戎悌1軒当ら第5掛明貢にしたがって説明治相ホた。第1章て呪准界地蛍非習に関する耕ヰ

特切指サ、及ひ努2章て呪渚潔による授業実践力向上に関する教育環境勃嚇宮すから、第3章で比単元を越えた複数の授調瑚司を対象にし、

耕初期点を援用しt'd闇夜援者との嗣動省察によって、 q涼妥敏悦必W刻械そ変容、電波業実践の宮路、信潮市自身の変智コ自覚化について

可襖化することができた。第4章で比経鯵蛍かて媛業実践カカ清いと湘断される割郊の諮りをもとに、世界錯髭洋習における授業実蹄こ関す

る耕掃の経験キ実蹴快感拠こ関する理論仮説を提示した。さらに第5章で怯 S県の佐針事務節に対して質問蕩艦を行うことから、それ告も

の要素について齢句に明ら剖こした。全体を通して、砂慌の枠組み明漸方法、対嬰鶴鰭洋・紺鐸洋〔教科学〕と務部教育学〔教育環境学〕の

架橋、理論と実践の往潤こついて分かりやすく説1月した発表で、あったと評価できる。

勝、て質崩右答に移り、表益委員からは次のような質問がなされた

-世界地誌を捉える上で、 「地誠スケーノレJの観点をどう考えるれまた分析結果を踏まえ、世界地髭浮習叫受業実践で重視すべきことは何れ

・誘題にある、「すぐに使えるJためにはどうし、う方途があるのれ

・同僚との樹蛸事実を外から砂際するのではなく、タ閣改援者としてベアて制動説ける際例日見としてはどんなものがあるれ

.第4章の質自扮析で得昨日見を第3宣言に援用すると何が言えることがあるれ

'A教諭まどう省潔し、どう変容したのか、 A教掛こ対するアクションと葱溶め具嗣立何か、およひ本号院においてインタビューイ一民どの

ように省猿をしたのれ

-盟瑚分析について、研済授業は影響防2なく、教科リーダベ喫別研修が影響する結果をどう傾釈するか、さらに論文全体を通して、省事実を

どうとらえているカも

・ミド‘ルリーダー育成抑ゲ略の力[圧による現肢の提示、教科#藩に係る視朝、ら広樹サの重要性についてどのように考える九

・具体咲坊途の具現簿、結論をより明確に主張したほうがよかったのではなし坊も

いサls)質問に対しても、白曜に巨隠するととができており、自身の研知村容について深噌境平があること湖留、できた。

以上の点、および、 B嶋紡「審透輝平jを合わせて、最終試験の結鼎立「合格Jとや淀した。

審査委員長 民宮究初(纂j


